
第1回宇宙開発委員会（定例会議）

　　　　議　事　次　第

1．日　時 平成7年1月11日（水）

14：00～16：00

2．場　所 委員会会議室

●

3．議　題

4．資　料

（D前回議事要旨の確認について
（2）平成7年度政府予算案について
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第20回宇宙開発委員会（臨時会議）議事要旨（案）

平成7年度宇宙関係予算政府案の概要

平成7年度宇宙関係予算政府案

平成7年度宇宙開発関係経費等総括表

●



1．日時

2．場所

第20回宇宙開発委員会（臨時会議）
　　　　　議事要旨（案）

平成6年12月27日（火）
11：00～11：50
委員会会議室

3．議題 （D前回議事要旨の確認について
（2）技術試験衛星V1型特別調査委員会報告書について

4．資料 委20－1
委20－2－1

委20－2－2

第19回宇宙開発委員会．（臨時会議）議事要旨（案）

技術試験衛星VI型特別調査委員会報告書の要点等に
ついて
技術試験衛星Vl型特別調査委員会報告書

5．出席者
　　宇宙開発委員会委員長代理
　　宇宙開発委員会委員

　　　　　　〃
　　　　　　〃

関係省庁
　通商産業省機械情報産業局次長
　郵政大臣官房審議官（通信政策局担当）
　運輸省運輸政策局次長
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事務局
　科学技術庁研究開発局長
　科学技術庁長官官房審議官
　科学技術庁研究開発局宇宙企画課長
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6．議事
　　q）前回議事要旨の確認について
　　　　第19回宇宙開発委員会（臨時会議i）議事要旨（資料委20－1）が確認さ
　　　れた。

　　（2）技術試験衛星Vl型特別調査委員会報告書について
　　　　前田技術試験衛星Vl型特別調査委員会座長より、資料委20－2－1及び委20
　　　－2－2に基づき報告が行われ、了承された。その際、アポジエンジン分科会
　　　報告書とともに今回の報告書の内容を踏まえ、宇宙開発事業団等において
　　　は具体的な対策を速やかに検討し、将来の宇宙開発に的確に反映させるこ
　　　とが重要である旨の指摘が行われた。
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平成7年度宇宙関係予算政府案の概要

委1－2－1

（単位：百万円）

省庁名 6年度
¥算額

7年度
¥算案

要　　旨

科学技術庁
168，987 177，002

警察庁 908 676 通信衛星使用料　　　　　　　　　　　　　676（　78）

環境庁 611 761 衛星搭載用観測研究機器製作費　　　　　　　761（　611｝

文部省 21，414 21，414
第17号科学衛星（LUNAR－A）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4，285（　952）　第18号科学衛星（PLANET－B）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1，740（　980）第19号科学衛星（ASTRO－E）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　864（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　51）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宇宙実験・観測フリーフライヤ（SFU）　650（1，971）Mロケット開発経費　　　　　　　　　　　1，897（3，368）

農林水産省 0 1
4
リモートセンシンゲ技術を活用した面積調査の開発研究　14（　0）

通商産業省 12，007 12，754
宇宙実験・観測フリーフライヤ（SFU）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2，153（2，630）次世代型無人宇宙実験システムに関する研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　655（　0）宇宙用ロボット技術実験装置　190（　194）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　極軌道プラットフォーム搭載用資源探査観測システム（ASTER）　3，620（4，003）

運輸省 9，480 12，328
静止気象衛星5号（GMS－5）　　　　　　279（3，351）運輸多目的衛星　　　　　　　　　　　　8，364（　140）遭難信号用中継器（静止気象衛星5号搭載用）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　31（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　32）

郵政省 2，605 2，033
高度衛星通信放送技術の研究開発　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　882（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　692）衛星間通信技術の研究開発　　　　　　　　213（　313）宇宙からの降雨観測のための二周半ドッフ’ラレーダの研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　134（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　78）陸上移動体衛星通信及び移動体衛星音声放送システムに関する研究開発　　124（　121）

建設省 1，448 1，487 人工衛星を利用した測地位置の決定　　　　　　　　　　　　　　　1，481（1，448）人工衛星リモートセンシング技術を活用した全国土地利用図の作成　　　　6（　0）

自治省 42 37 無線通信施設の維持管理　　　　　　　　　　37（　42）

総計 217，502 228，508 対前年度比　105．1％

注）　全省庁の積算と総計欄の数字は、四捨五入の関係で一致しないことがある。



委1十2
平成7年度宇宙関係予算政府案

（㊨：国庫債務負担行為限度額、単位：百万円）

省庁別の主な事項 平成6年度 平成7年度 比較増減額 備考
当初予算額

㊨117，237 ㊨132，995 ㊨15，758 亥揃年度比

総　　計 217，502 228，508 11，005 105．1％

㊨77，028 ㊨・98，754 ㊨2L726
科学樹術庁 168，987 ・177，002 8，015 m4．7％

暉ロー一一一騨一一齢一一幽 D一一一一一口印騨騨一一一一一一一一一薗一一一扁“一一一．
層　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一 一　　噛　　一　　〇　　一　　一　　〇　　一　　一　　一　　一 一　　　一　　一　　一　　一　　，　　騨　　一　　一　　騨　　鴨 一　　〇　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一

㊨77，028 ㊨96，905 ㊨　19877
1．宇宙開発事業団 164，348 172，398 8，050

㊨　a召13 ㊨25，379 ㊨　17，066
（1）輸送システム開発計画 29，774 23，655 △6川9

㊨　3，650 ㊨　8，381 ㊨　4731
宇宙往還技術試験機の研究開発 4，046 6，546 2，500

㊨　1，590 ㊨△1，590

J－1ロケット 2，909 4，767 1，859

㊨22，726 ㊨25，737 ㊨　3，011
（2）宇宙環境利用総合推進計画 47，905 49，226 L321

㊨22，726 ㊨25，116 ㊨　2，390
宇宙ステーション計画 46，106 ’4乳1Z5 1，020

［葱害瞬翻フリーフライヤ〕
526
㊨　　120

@540
㊨　　120

@　13
㊨14，783 ㊨26，685 ㊨　11，902

（3）　士也王求観i眞1贈撒圭言十画 30，759 47，372 16，613

静止気象衛星5号（GMS－5） 1，117 9
3 △LO24

地球観測プラットフォーム技術衛星（AD ㊨　　30 ㊨△　　30

EOξ） 18，352 24，724 6，372

㊨　8，646 ㊨　　530 ㊨△a116
熱帯降雨観測衛星（TRMM） 2，537 ・4，964 ．Z426

㊨　5，135 ㊨2a672 ㊨18，537
環境早戸i1早早衛星（ADEOS－ll） 1，699 7，667 5，969 ，

＊備考内の数字は、女揃年度当初予算比

＊各欄積算と総計欄の数字は、四捨五入の関係で←致しないことがある。
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省庁別の主な事項 平成6年度 平成7年度 比較増減額 備考
当初序算額

亀 ㊨26，200 ㊨15357 ㊨△1巳843
（4）通信・放送技術面開発計画 34，295 29，172 △5123

㊨　4，823 ㊨　　　30 ㊨△4793
通信放送技術衛星（COMETS） 15，530 11，561 △3，969

㊨17，254 ㊨　7，587 ㊨△9666
技術試験衛星Vll型（ETS－Vll）・ 8，743 8，659 △　　83

㊨　L950 ㊨　5，194 ㊨　3，244
光衛星間通信実験衛星（OlCETS） 770 2，576 1，807

o　一　●　一　9　一　■　一　一一　■　一　■　一　●　一　●　一　曹　一　●　一　・一　●　一　・　一　■　一　，　一　・　一　，一　〇一　一一一 ・　　一　　・　　一　　・　　一　　・　　一　　・　　一　　曹 〇　一　一　一　　●　一　　●　　一　●　一　　● ・　　一　　〇　　一　　・　一　　〇　一　　〇　一　〇 ・　　一　　一　　一　　●　　一　　■　　一　　一　　一　　9

㊨　1，849 ㊨　1，849
2．航空宇宙技術研究所 4，058 4，000 △　　58

G）無人有翼往還機の研究 732 1，030 298

（2）スペースプレーンの研究 279 271 △　　8

（3）宇宙科学技術特別研究 313 374 6
1

㊨　1，849 ㊨　1，849
（4）設備整備、施設三等 2，027 1，619 △　408

・一● V●一・一。一．一一一・一一一．一．一・一一一．一一『・一・一・一・一・一・
●　　一　　■　　一　　・　　一　　・　　一　　〇　　一　　〇 ・　　一　　●　　一　　一　　一　　・　　一　　．　　一　　一 一　　『　　一　　一　　．　　一　　．　　一　　一　　一　　一 一　　一　　・　　一　　曹　　一　　胃　　一　　■　　一　　●

ほか、宇宙開発委員会に必要な経費等 581 604 23

908 676 △　232 74．5％

＿　　＿　　＿　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　■　　一　　一　　一　　一　　〇　　一　　一　　一　　騨　　鱒　　一 一　　一　　一　　一　　噂　　一　　一　　一　　一　　一　　一 一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一 一　　卿　　願　　一　　一　　■　　“　　一　　一　　一　　一 一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　凹　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

通信衛星使用料 78 676 598

衛星地上局設備改修 830 0 △　830

611 761 150， 124．6％

＿　一　　＿　＿　　＿　　一　＿　＿　一　一P　一　一　騨　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　●●　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　騨　一　一 一　　　一　　　一　　　一　　　〇　　　鴨　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一 一　　一　　一　　　瞬　　　一　　一　　　一　　一　　一　　一　　一 一　　一　　一　　一　　一　　一　　〇　　一　　一　　一　　一 一　　　一　　　一　　　讐　　　一　　　讐　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

衛星搭載用観測研究機器製作費 611 761 150

㊨　9，809 ㊨　15764 ㊨　5956
文部省 2L414 2L414 0 100．0％

伽　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　＿　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　幽　　o　　一　　一　　鴨　　一　　一　　曽　　一　　一　　一　　〇　　一　　一　　⇔　　一　　一　　一　　一　　噂　　一　　一　　一　　〇　　薗　　一 ”　　一　　一　　一　　一　　，　　一　　弓　　一　　騨　　薗 一　　一　　凹　　　o　　一　　一　　一　　曜　　聯　　騨　　　一 一　　〇　　一　　，　　一　　一　　一　　一　　脚　　一　　一 一　　■　　暉　　一　　　一　　　騨　　韓　　一　　一　　〇　　一

㊨　9，809 ㊨△9809
第17号科学衛星（LUNAR－A） 952 4，285 3，333

㊨　8，961 ㊨　8，961

第18号科学衛星（PLANET－B） 980 1，740 760

第19号科学衛星（ASTRO－E） 5
1

864 813

宇宙実験・遅産フリーフライヤ（SFU） 1，971 650 △L321

Mロケット開発経費 3，368 1，897 △1，472

㊨　a803 ㊨　ε803
ほか、M－Vロケットの製作等 14，092 11，978 △2，113

三昧水産省 0 1
4

1
4 一

一　一　r　一　卿　一　一　一　一　一　騨　一　一　＿　一　一　一　一　卿　一　一　一　曽　印　一　幽　一　一　帽昌　o　－　o　一　一　一　一　一　一　一　一　一 一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一 一　　一　　鱒　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一 一　　　一　　〇　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一 一　　　”　　　儒　　　一　　　一　　　一　　　一　　　曹　　　一　　　一　　　一

リモートセンシング技術を活用した面積調査の開発

､究

0 1
4

1
4
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省庁別の主な事項 平成6年度 平成7年度 白白笥同額 備考
当初予算額

通商産業省 12，007 12，754 747
1106．2％

＿　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　〇　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　帥　　一　　嚇　　一　　甲　　一　　一　　一　　騨　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　r　　一　　一　　一　　一　　一　　〇　　一　　一　　一　　一　　一 一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一 一　　一　　一　　●　　囎　　一　　一　　一　　一　　一　　一 一　　印　　一　　一　　一　　一　　一　　馴　　一　　一　　一 一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一

宇宙実験・観則フリーフライヤ（SFU） 2，630 2，153 △　477

次世代型無人宇宙実験システムに関する研究 0 655 655

・極軌道プラットフォーム搭載用資源探査観 4，003 3，620 △　383
測システム（ASTER）

宇宙用ロボット技術実験装置 194 190●△　　4

ほか、次世代合成開ロレーダ等の研究開発、 5，180 6，136 956

次世愕品室効果気体センサの研究開発等

㊨30，400 ㊨18，476 ㊨△11，924

運輸省 9，480 12，328 2，848 130．0％

一　　一　　一　　一　　＿　　一　　＿　　＿　　＿　　＿　　一　　一　　＿　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　暉　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　暉　　一　　一　　働　　一　　讐　　一　　一　　一　　一 ＿　　一　　一　　一　　卿　　一　　一　　圃　　一　　一　　一 一　　　，　　　一　　　一　　　一　　　〇　　　一　　　一　　　一　　　一　　　曙 一　　　一　　　一　　　一　　　〇　　　一　　　一　　　一　　　●　　　一　　　一 韓　　一　　一　　一　　一　　一　　胃　　一　　一　　〇　　一

静止気象衛星5号（GMS－5） 3，351 279 △3，073

遭難信号用中継器（静止気象衛星5号搭載
p）

3
2

3
1
△　　1

㊨30，400 ㊨　10，000 ㊨△20，400

運輸移目的衛星 140 8β64 8，224

㊨　8，476 ㊨　8，476

ほか、静止気象衛星業務等 5，957 3，655 △2，302

郵政省 2，605 2，033 ・△　572 78．0％

●噂　卿　＿　＿　一　韓　一　鱒　　一　一　一　一　　一　一　一　一　一　一　一　一　餉　一　曽　一　一　脚　騨　　一　一　一　一　一　〇　一　騨　　鴫　梱　　一　一　一　一 一　　一　　一　　〇　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一 一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　， 一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一　　　一 一　　　一　　　一　　　齢　　　一　　　騨　　　暉　　　一　　　一　　　一　　　一

高度衛星通信放送技術の研究開発 692 882 190

衛星間通信技術の研究開発 313 213 △　100

陸上移動体衛星通信及び移動体衛星音声放 121 124 3

送システムに関する研究開発

宇宙からの降雨観測のための二周波ドップラ 78 134 56

レーダの研究

ほか、宇宙環境予報システムの研i麟騰、分 L402 680 △　721
散衛星システムによる宇宙通信の研究等　，

建設省 1，448 L487 40 m2．7％

一　一　　一　＿　＿　一　一　　一　一　＿　鱒　＿　一　胃　聯　一　一　一　一　　薗　一　一　一　●●　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　一　　一　一　一　一　■　髄 帽　　　一　　一　　一　　一　　一　　鱒　　一　　噂　　　一　　一 一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一 一　　一　　一　　一　　一　　一　　　一　　齢　　一　　一　　〇 一　　　一　　辱　　辱　　　噂　　一　　一　　一　　一　　一　　一

人工衛星を利用した測地位置の決定 1，448 1；481 33

人工衛星リモートセンシング技術を活用し 0 6 6

た全国±地利用図の作成

差等省 4
2

3
7
△　　5 88．2％

＿　一　一　一　一　●．　，　一　＿　一　一　一　一　一　●・　一　一　一　一　一　幽　一　一　一　一　騨　騨　一　一　一　一　一　騨　一　隔　一　一　一　一　騨　暉 〇　　一　　一　　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一 一　　一　　一　　一　　一　　“　　一　　騨　　一　　一　　一 一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一　　一 一　　一　　　一　　一　　　騨　　　一　　一　　　一　　一　　一　　一

i無線通信施設の維持管理 42 37 △　　5
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1．平　成　7　年　度　宇　宙　開　発　関
　　　　　　　　　　　　　委係経緊禰鴎藻轟為限度額

（単位●千円）

平　成　6　年　度　当　初　予 算　額 平　成 7　年　度 経　費
省　　　庁

宇宙開発関係 宇宙関連 合　　計 宇宙開発関係 宇宙関連 合　　計

科学技術庁
㊨　　77，028，071

@168，986，955 一　　一　　一　　一　　一

⑥　　77，028，071

@168，986，955
⑥　　98，754，442

@177，002，315 一　　一　　一　　一　　一

⑥　　98，754，442

@177，002，315

警　察　庁 一　　一　　一　　一　　一 907，882 907，882 一　　一　　一　　一　　一 676，279 676，279

環　境　庁 610，841 一　　一　　一　　一　　一 610，841 76LO18 一　　一　　一　　一　　一 76LO18

文部省
㊨　　9，808，690

@16，825，296 4，588，728
㊥　　9，808，690

@21，414，024
⑮　　15，764，450

@16，814，098 4，599，988

⑥　　15，764，450

@2L414，086

農林水産省 一　　一　　一　　一　　一 0 0
一　　一　　一　　一　　一 14，024 14，024

通商産業省 1L527，063 480，163 12，007，226 12，212，686 541，577 12，754，263

運　輸　省
㊨　　30，400，000

@　3，526，130 5，954，315
㊨　　30．400，000

@　9，480，445
⑥　　10．000，000

@　8，673，500
㊨　　8，476，039

@　3，654，720
㊨　　18，476，039

@12，328，220

郵政省 1，45了，235 1，147，737 2，604，972 1，673，010 359，827 2，032，837

建設省 一　　一　　一　　一　　一 1，447，798 1，447，798 一　　一　　一　　一　　一 1，487，343 1，487，343

自　治　省 ，　　　　　　　　　　　　　　一　　一　　＿　　＿　　＿ 42，263 42，263 一　　一　　一　　一　　一 37，297 37，297

総　計
⑮　117，236，761

@202，933，520 14，568，886
⑮　117，236，761

@217，502，406
⑮　124，518，892

@217，136，627
⑮　　8，476，039

@1L371，055
㊥　132，994，931

@228・507・682．

委1－2－3

注　宇宙開発委員会が行う見積りの範囲内の宇宙関係経費を「宇宙開発関係」として、範囲外のものを「宇宙関連」として整理した。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一1一



「一　　一一

2・平成7年度宇宙開発関係●（宇宙開発委員会が見積りを行うもの）の耀●

（単位：千円）

省
庁

担当機関 事　　　　項
平成6年度

柾於¥算額

平成7年度

@経　費

　　　　　　　　　　　　　　平成7年度　「　平成6年度　「要　　　　　　　旨　　　　　　　　　　　l　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　経　費　　L　当初予算額　」

研究開発局 宇宙開発委員会に必要な
o費 74，502 80，582 宇宙開発委員会運営等　　　　　　　　　　　80，582　（　　　74，502）
「
地
球
環
境
遠
隔
探
査
技
術
1
等
の
研
究
に
必
要
な
経
費
L

100，664 106，798

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1地球環境リモートセンシング技術の研究　　　106，798（　　100，6641・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

一般行政に必要な経費 48，376 49，526 宇宙開発推進事務等　　　　　　　　　　　　49，526　（　　　48，376）

科学技術者の資質向上に必要な経費

42，734 42，734 宇宙開発関係者の海外派遣　　　　　　　　　42，734　（　　　42，734）

種子島周辺漁業対策事業に必要な経費

412，000 412，000 種子島周辺対策事業　　　　　　　　　　　412，000　（　　412，000）

科
　
　
　
学
　
　
　
技
　
　
　
術
　
　
　
庁

小　　　計 577，612 584，842

長　官　官　房 一般行政に必要な経費 3，780 3，780 宇宙開発普及啓発　　　　　　　　　　　　　3，780　（　　　3，780）

航空宇宙技術研究戸
航空宇宙技術研究所に必
vな経費等 4，057，563

㊨　1，849，365

@　3，999，952 無人有翼往還機の研究　　　　　　　　　1，029，871　（　　732，293）

Xペースプレーンの研究　　　　　　　　　270，926　（　　278，931）

謳i液体ロケットエンジン要素の研究　　　　169，192　（　　124，000）

F宙拠点系技術に関する研究　　　　　　　　159，568　（　　120，755）

ﾂ境利用・有人宇宙技術の研究　　　　　　　45，497　（　　　68，422）

@　　　　　　　　　　　　　　　　　㊨1，849，365設備整備、施設七去　　　　　　　　　　1，619，206　（　2，027，400）

o常事務費　　　　　　　　　　　　　　705，692（　　705，762）

放射線医学総合研究所

宇宙環境生物医学研究 0 15，741 宇宙放射線の生体影響と防護の研究　　　　　15，741　（　　　　0）
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（単位：千円）

省
庁

担当機関 事　　　　項
・　6年度

柾於¥算額

平成7年度

@経　費

　　　　　　　　　　　　　　平成7年度　「　平成6年度　「要　　　　　　　旨　　　　　　　　　　　l　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　経　費　　L　当初予算額　」

宇宙開発事業団 宇宙開発事業団出資及び
武ｬに必要な経費

⑥77，028，071

@164，348，000
㊨96，905，0了7

@172，398，000

　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑮　　96，905，077　　「㊨　77，028，071　「宇宙開発事業団出資金　　　　　　　　　159，328，000L　151，553，000」

宇宙開発事業団補助金　　　　　　　　　13，070，000　（　12，795，000）

科 ［宇宙開発事業団の収支計画］

収入　　　　　　　　　　　　　　　　175，362，311（172，093，950）

■ 政府出資金　　　　　　　　　　　　　159，328，000　（　151，553，000）

学
政府補助金　　　　　　　　　　　　　13，070，000　（　12，795，000）

その他（事業収入等）　　　　　　　　2，964，311（　7，745，950）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊨101，766，527　　「㊨　77，028，071　「支出　　　　　　　　　　　　　　　　175，362，311L　172，093，950」

技
　　　　　　　　　　　　　　　　　㊨　　26，501，604　　「㊨　　19，　199，403　「人工衛星開発経費　　　　　　　　　35，031，200L　40，583，702」

　　　　　　　　　　　　　　　　　㊨　25，736，827　　「㊨　22，725，948　「宇宙環境利用総合推進経費　　　　　　49，209，580L　47，885，917」

㊨　　36，　736，　682　　　「㊨　　25，　02了，　305　　「

術
ロケット開発経費　　　　　　　　　　37，556，524L　32，070，940」

ロケット打上げ経費　　　　　　　　　6，120，775〈　7，446，269）

㊨　　　4，098，298　　「⑮　　　2，349，　109　「

種子島宇宙センター施設建設経費　　　　　　3，053，327L　　3，728，030」

㊨’　2，209，747　　「㊥　　　2，321，264　「
庁 人工衛星追跡管制経費　　　　　　　　8，032，252L　　8，748，037」

㊨　　　2，725，446　　「㊨　　　5，075，357　「

筑波宇宙センタ。施設建設経費　　　　　　　7，384，504L　　6，060，944」

㊨　　　3，757，923　　「㊨　　　　　329，685　「

地球観測情報処理経費　　　　　　　　11，482，847L　　8，646，467」

事業運営二等　　　　　　　　　　　　4，364，141（　4，068，677）

一般管理運営子等　　　　　　　　　　　13，127，161　（　12，854，967）
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・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

省
庁

担当機関 事　　　　項
平成6年度

柾於¥算額

平成7年度

@経　費

　　　　　要　　　　　　　旨　　　　　平成7年度　「　平成6年度　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　l（主要開発フ’oゲラムの経費）　　　　　　　　経　費　　L　当初予算額　」

科
静止気象衛星5号（GMS－5）の開発　　　　　　92，976　（　1，117，155）

地球観測プラットフォーム技術衛星　　　　　　　　　「㊨　　29，915「（ADEOS）の開発　　　　　　　　　　　　　24，723，624　L　18，351，964」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　⑭　　530，000「⑥8，645，800「熱帯降雨観測衛星（TRMM）の開発　　　　　4，963，942　L　　2，537，480」

学 　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊨　　23，　671，　579　　　「一㊨　　　5，　135，　000　　「環境観測技術衛星（ADEOS－II）の開発　　　　7，667，440　L　　1，698，819」

㊨　　　　　　29，915　　「㊨　　　4，823，　145　－1

通信放送技術衛星（COMETS）の開発　　　　11，560，997　L　15，530，055」

㊨　　　7，587，209　’「（琶）　17，253，603　「

技
技術試験衛星VII型（ETS－VII）の開発　　　　　8，659，281　L　　8，742，589」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊥　　25，　115，　639　　「㊨　　22，725，　948　　「宇宙ステーション計画　　　　　　　　　47，125，080L　46，105，547」

「うち、宇宙実験・観測フリーフライ「㊨　　120，000Lヤ（SFU）の開発　　　　　　　　　」　　　539，775　（　　526，322）

術
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「㊨1，589，730「J－1ロケットの開発　　　　　　　　　4，767，439L　　2，908，856」

宇宙往還賄試験機の研究開発　㊨1：ll欄［⑥1：llll§ll］

㊨　　　2，　883，　212　　　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「

庁
H－llロケット上段の再々着火実験　　　　　296，538　L　　　　　O」

光衛星間通信実験衛星（OICETS｝の　　　㊨　5，193，864「㊨　1，950，000「
開発　　　　　　　　　　　　　　　　　2，576，480L　　　769，617」
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（単位：千円）

省
庁

担当機関 事　　　　項
’　6年度

柾於¥算額

平成7年度

@経　費

要　　　　　　　旨　　　　　平成7年度　「　平成6年度　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　経　費　　L　当初予算額　」

「理化学研究所

k
高エネルギー・トランジェント現象の研究

65，870 44，670 衛星搭載用X線観測装置の初期運用試験等　　44，670　　（65，870）1

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」

「海洋科学技術セ・

P夕一
k

海洋科学技術センター出資及び助成に必要な経費
194，371 194，371

海洋自動観測技術の研究開発　　　　　　　　73，955　　（73，955）1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1海洋広域観測技術の研究開発　　　　　　　　120，416　　（120，416）」

科
　
　
学
　
　
技
　
　
術
　
　
庁

「1日本原子力研究戸

k
放射線利用研究費

放射線ハイテク研

@　　183，991
@　の内数

放射線ハイテク研

@　　219，618
@　の内数

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「@　　　　　　　　　　　　　　　　放射線ハイテク研究　放射線ハイテク研究1宇宙用部品・材料の耐放射線性　　　　　　　219，618　　（183，991）　1の研究　　　　　　　　　　　　　　　　　の内数　　　　　の内数　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．」

計 ⑮77，028，071
@168，986，955

㊨98，754，442
@177，002，315

環
境
庁

企画調整局 公害防止等調査研究費 610，841 761，018 衛星搭載用観測研究機器製作費　　　　　　761，018（　　610，841）

計 610，841 761，018

文
　
　
　
　
　
部
　
　
　
　
省

宇宙科学研究所 特別事業等に必要な経費 ⑮9，808，690
@16，825，296

㊨15，764，450

@16，814，098

科学衛星研究経費　　　　　　　　　，㊨15，764，450「㊨　9，808，690「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　12，　091，　101　　　L　　　　　　9，　139，　362　　」

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「㊨9，808，690「［うち第17号科学衛星（LUNAR－A）の開発］　4，285，350　L　　952，300」

@　　　　　　　　　　　　　　　　㊨　8，961，000［うち第18号科学衛星（PしANE丁一B）の開発］　1，740，000　（　　980，000）

mうち第19号科学衛星（ASTRO－E）の開発］　　864，000（　　　51，130）

F宙実験・観測フリーフライヤ（SFU）開発経費　　　　　　　　　　　649，753　（　L971，175）

lロケット開発経費　　　　　　　　　　1，896，640　（　3，368，440）

蛹^特別機械整備費　　　　　　　　　　　2，152，519　（　2，322，266・）

総ﾛ宇宙機関会議（SAF）関連研究経費　　　　　24，085　（　　　24，053）

計 ⑮9，808，690
@16，825，296

㊨15，764，450

@16，814，098
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（単位：千円）

省
　
庁

担当機関 事　　　　項
’　6年度

柾於¥算額

平成7年度

@経　費

要　　　　　　　旨　　　　　平成7年度　「　平成6年度　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　経　費　　L　当初予算額　」

機械情報産業局 無人宇宙実験システムの
J発等

3，405，942 2，808，132 宇宙実験・観測フリーフライヤ（SFU）の開発　　　　2，153，177　（　2，630，265）

次世代型無人宇宙実験システムに関する
研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　　654，955　（　　　　　0）

軌道上からの無人回収システム（EXPRESS）の

通
開発　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0（　　775，677）

石油資源遠隔探知技術の
､究開発等

6，361，614
7，349，3ブ3

石油資源遠隔探知技術の研究開発　　　　　3，497，765　（　2，271，350）

資源衛星情報等利用システムの開発　　　　　　1，624　（　　　1，624）

資源探査用観測システムの研究開発　　　　　30，000　（　　　40，729）

商 極軌道フ●ラットフォーム搭載用資源探査観測

システムの研究開発（ASTER）　　　　3，620，115　（　4，002，914）

・次世代合成開ロレーダ等の研究開発　　　　　199，869（　　　44，997）

宇宙用ロボット技術の開
産 発 193，872 189，536 宇宙用ロボット技術実験装置の開発　　　　　189，536　（　　193，872）

ロケット打上げサービス
Y業動向調査 8，680 8，680

ロケットの商業打上げを可能とする制度の検討　　　　　　　　　　　　　　　　　8，680　（　　　8，680）

小　　　計 9，970，108 10，355，721

業

盗源エネルギー庁
広域環境影響モニタリン
O調査 1，481，898 1，780，000

温室効果気体観測システムの開発　　　　　1，392，000　（　　962，005）

次世代温室効果気体センサの研究開発　　　　388，000（　　519，893）

省
工業技術院 試験研究所の特別研究等に必要な経費

75，057 76，965 宇宙用高精度位置姿勢制御技術の研究　　　　14，661（　　　13，448）

仮想環境を用いた遠隔プログラミングに　　　14，708　（　　　13，472）
関する研究
（以上、機械技術研究所）

宇宙環境の高度利用に関する研究　　　　　　47，596　（　　　48，137）（電子技術総合研究所）

計 11，527，063 12，212，686
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（単位：千円）

省
庁

担当機関 事　　　　項
’　6年度

柾於¥算額

平成7年度

@経　費

要　　　　　　　旨　　　　　平成7年度　「　平成6年度　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　経　費　　L　当初予算額　」

運輸政策局

運輸本省一般行政に必要な経費

2，934 0 宇宙への民間打上げ活動の促進を確保するための制度のあり方についての調査研究　　　　　　0　（　　　2，934）

運

運輸技術の研究開発に必
vな経費

31，725 30，540 静止気象衛星5号（GMS－5）に搭載するる遭難信号用中継器の開発等　　　　　　　　30，540　（　　　31，725）

航　空　局 管制施設の整備 ㊥21，280，000 ⑮7，000，000 運輸多目的衛星の調達等　　　　　　㊨　7，000，000「㊥21，280，000「
輸 98，000 5，944，534 5，944，534　　L　　　　　　　　　98，000　」

気　象　庁
静止気象衛星業務に必要な経費

㊥9，120，000
@　3，393，471

㊨3，000，000
@　2，698，426

静止気象衛星5号（GMS－5）の開発　　　　278，926（　3，351，471）

㊨3，000，000「㊨9，120，000「
省 運輸多目的衛星の調達等　　　　　　　　2，419，500L　　　42，000」

計 ㊥30，400，000 ㊨10，000，000
3，526，130 8，673，500

通信政策局 情報通信の開発等に必要 35，072 97，200 電波を利用した宇宙インフラストラク
な経費等 チャーの整備方策に関する調査研究　　　　　5，495　（　　　5，495）

郵

陸上移動体衛星通信及び移動体衛星音声放送システムに関する研究開発　　　　　　　　　0　（　　　15，495）

次世代熱帯降雨観測衛星搭載用山雲レーダ等に関する研究　　　　　　　　　　　　　4，931（　　　4，931）

アジア・太平洋地域における衛星通信システム構i築に関する調査研究　　　　　　　77，623　（　　　　　0）

宇宙通信の長期ビジョン策定に関する

政
調査研究　　　　　　　　　　　　　　　　　　4，681　（　　　4，681）

大穴量衛星通≡網に関する調査研究　　　　　　4，470　（　　　4，470）

通信総合研究所 宇宙通信技術の研究開発に必要な経費等
1，422，163 1，575，810 高度衛星通信放送技術の研究開発　　　　　882，173（　　692，489）

小型衛星通信技術の研究　　　　　　　　　　29，991（　　　29，842）

衛星間通信技術の研究開発　　　　　　　　212，704　（　　312，783）

省 宇宙環境予報システムの研究開発　　　　　　78，578　（　　　72，560）

宇宙からの降雨観測のための二周波ドッフ’ラ
レ心霊。の研究（担手レーダの研究を含む）　　　　133，853　（　　　77，596）
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ト

（単位：千円）

省
　
庁

担当機関 事　　　　項
…　6年度

柾於¥算額

平成7年度

@経　費

要　　　　　　　旨　　　　　平成7年度　「　平成6年度　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　経　費　　L　当初予算額　」

郵
　
　
．
政
　
　
省

通信総合研究所 宇宙通信技術の研究開発に必要な経費等
光領域アクティブセンサによる地球環境計測技術の研究開発　　　　　　　　　　　　23，580　（　　　20，080）

F宙電波による高精度時空計測技術の研究開発　　　　　　　　　　　　　　　　　36，939　（　　　47，025）

ｪ散衛星システムによる宇宙通信の研究　　　54，197　（　　　49，270）

､上移動体衛星通信及び移動体衛星音声放送システムに関する研究開発　　　　　　123，795（　　120，518）

計 1，457，235 1，673，010

合　　　　　計
㊨117，236，了61

@202，933，520
㊥24，518，892
@217，136，627

8



●
■ 3．平成7年度宇宙関連経費 （宇宙開発関係以外のもの） の概要

8 （単位：千円）
o

省
庁

担当機関 事　　　　項
…’ U年度

柾於¥算額

平成ブ年度

@経　費

要　　　　　　　旨　　　　　車成7年度　「　平成6年度　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　I　　　　　　　　　　　　　　　経　費　　L　当初予算額　」

警

通　信　局 警察通信に必要な経費 907，882 676，279
通信衛星使用料　　　　　　　　　　　　　676，279　（　　　77，837）

察 衛星地上局設備改修　　　　　　　　　　　　　　0　（　　830，045）

庁 計 907，882 676，279

文
宇宙科学研究所 特別事業等に必要な経費 4，588，728 4，599，988 一般ロケット観測経費等　　　　　　　　1，247，449　（　1，602，942）

飛しょう経費　　　　　　　　　　　　　　770，397　（　　814，955）

部
共通経費　　　　　　　　　　　　　　　1，716，730　（　1，728，196）

国際宇宙観測共同事業費　　　　　　　　　728，422　（　　305，645）

宇宙基地利用基礎実験経費　　　　　　　　　136，990　（　　136，990）レ
省

計 4，588．728’ 4，599，988

農 統計情報部
言　目　　　　　ユE回誰

@等に必要な経費 0 14，024

1　一　　ンソン　　　　　、1　　｝　　　　　　こ二　　1貝三ρ

J発研究　　　　　　　　　　　　　　　　　14，024　（　　　　　0）水
省 計 0 14，024

通 機械情報産業局 微小重力環境利用の研究 277，390 331，804 燃焼制御基盤技術の研究　　　　　　　　　　331，804　（　　　277，390）

産
資源エネルギー庁

資源衛星による探査技術等の研究

202，773 209，773
資源衛星による探査技術の研究　　　　　　　59，773（　　　59，773）

水力開発リモートセンシング技術利用調査　　150，000　（　　143，000）

省 計 480，163 541，577

航　空　局 管制施設の整備 3，004，343

　　　　o奄W，227，600
@　　754，900

　　　　　　　　　　　　　　　　　㊨8，227，600運輸多目的衛星関連施設整備　　　　　　　　754，900　（　　3，004，343）

運 ＝＝ @　1　九只こ’、　よ
電子航法研究所 経費 22，992 14，165 航空におけるGPSの利用に関する研究　　　14，165　（　　　22，992）

工　　　用　　　こ’、　よ
輸 経費 230，600 196，000 衛星データリンクの研究　　　　　　　　　196，000　（　　230，600）

海上保安庁 水路業務運営に必要な経 116，960 113，401 海洋測地の推進　　　　　　　　　　　　　　113，401　（　　116，960）
省 示識’用　　こ’・

な経費 0 94，887 差動GpSシステムの整備　　　　　　　　　94，887　（　　　　　0）

小　　　　計 116，960 208，288
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．　　　　（単位：千円）

省
庁

担当機関 事　　　　項
●6年度

柾於¥算額

平成7年度

@経　費

要　●　旨　　平成7年度「平成6年度，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　経　費　　L　当初予算額　」

気　象　庁
静止気象衛星業務に必要な経費

2，152，451
積）　248，439
@　2，128，697

静止気象衛星業務運営葺　　　　　　　　　1，895，503　（　1，877，084）

運
　　　　　　　　　　　　　　　　　　㊨　　’248，439
ﾃ止気象衛星業務整備費　　　　　　　　　233，194　（　　275，367）

一般観測予報業務に必要な経費

191，000 129，909 極軌道気象衛星資料受信業務　　　　　　　　85，418　（　　109，114）

輸 静止気象衛星瞥料受信業務　　　　　　　　　44，491（　　　8L886）
又医i鎮　　測　ヵ寺こ’、
要な経費 235，969 222，761 気象ロケット観測　　　　　　　　　　　　222，761（　　235，969）

省 小　　　計 ㊨　　248，439
2，579，420 2，481，367

計 ㊨　8，476，039
5，954，315 3，654，720

1　】匝言　i夷也こ’・　よ
大臣官房 経費 76，523 100，030 衛星通信ネットワークシステムの運用等　　　100，030（　　　76，523）

郵

通信政策局
情報通信の開発等に必要な経費等

92，486 6，864 地球環境保全のための電波利用と情報通信に関する開発調査　　　　　　　　　　　　　　2，230　（　　　2，230）

宇宙通信利用の高度化のための調査研究　　　　4，634　（　　　4，636）

アジア・太平洋地域における衛星通信システム構i築に関する調査研究　　　　　　　　　　　0　（　　　85，620）

放送行政局 電気通信監理に必要な経 0 4，976
　ム身冊　　1　　こ1　　込ソステ
ﾉ関する調査研究　　　　　　　　　　　　　　4，976　（　　　　　0）

政 通信総合研究所 宇宙通信技術の研究開発に必要な経費等

978，728 247，957 宇宙空間の実験研究　　　　　　　　　　　　86，092　（　　　86，092）

通信衛星の実験研究　　　　　　　　　　　　　　0　（　　　33，043）

地球環境計測・情報ネットワークに関する研究開　　　17，463（　　　15，969）
発

省
STEP計画期間における関連観測の強化　　　　　6，444　（　　　8，790）

宇宙電波による高精度時空計測技術の研
究開発　　　　　　　　　　　　　　　　　36，938　（　　　37，474）

首都圏広域地殻変動観測施設の整備　　　　　　1，020　（　　797，360）

広帯域中継器模擬施設用周波数変換装置　　　100，000　（　　　　　0）

計 1，147，737 359，827
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o

（単位：千円）

省
庁

担当機関
●　　事　　　　項 平成6年度

柾於¥算額

平成7年度

@経　費

要　　　　　　　旨　　　　　平成7年度　「　平成6年度　「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　経　費　　L　当初予算額　」

国土地理院 測地基準点に必要な経費 1，447，798 1，481，159 人工衛星を利用した測地位置の決定　　　　1，481，159　（　1，447，798）
建
　
設
省

地理調査に必要な経葺 0 ，　　　　6，184 人工衛星リモートセンシング技術を活用した全国土地利用図の作成　　　　　　　　6，184　（　　　　　0）

計 1，447，798 1，487，343

消防庁 無線通信施設の維持管理に要する経費等

42，263 37，297 消防防災通信維持費　　　　　　　　　　　　37，’297　（　　　42，263）自
治
省 ’　　　計 42，263 37，297

合　　　　　　計
14，568，886

㊨8，476，039
@11，371，055
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　　　　　　　　　　　　　　　●

ll人工衛星等の概要

・圃学の分野］

　　　　　　算16号科学衛星（MUSES－B）

1．目的
　超長基線干渉計（VLBD衛星として、大型精密展開構造機構等の研究
及び電皮天文観測を行うことを目的とする。

2．打上げ

（1）時　期平成8簸蜘　　　　．　1ノノ1
　（2）　ロケット　M－Vロケット
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　太陽電池

3・鯉の腰　　　　　　 ．　’ノ1ドル
　（1）軌　道長楕円軌道
　　　　　　　　　迂弛鵜勺1，000km、馳轍糸勺20，000km
　　　　　　　　　軌道傾斜角約31。
　（2）　重’量約800kg
　（3）　　主な搭載機器　　大型展開アンテナ（直径8m）及び多周波給電系

　　　　　　　　　低雑音増幅器
　　　　　　　　　大容量デL夕伝送系
　　　　　　　　　信号処理及び基準周波数供給系

副反射鏡

、
噂
ノ
」

雛

　　　’，；ふ㌔ご

主反射鏡

伸展マスト

．」N・

　　　　　／
　　　スター1
　　　トラッカ！一

RCSタンク

GPS
アンテナ

Sバンド
アンテナ

0」 S一



｛
　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　●

　　　　．第17号科学衛星（LUNAR二A）

1’ ﾝ蔽蜘㈱擶を鰯る一的幸する1

2．打上げ

　ペネ1・レーク　　．

ブ
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
ノ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　第18号科学衛星（PLANET－B）

1．目的
　火星周回軌道に投入し、火星大気の構造及び運動並びに太陽風との相

互作用を研究することを目的とする。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　磁場計測器’

3．衛星の概要
　（1）　　　　車室　　　　　　　道　　　燭司［巨陣君道

　　　　　　　　　　迂蜘轍糸勺150km、　i就鵜勺51，000km

　（2）重　量約536㎏
　（3）　　主な搭載機器　　磁場諦則器

　　　　　　　　　　プラズマ粒子計測器
　　　　　　　　　　紫外分光撮像装置
　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　プラズマ波動計測アンテナ

4・平成7鞭予解　約17翻（文部省）

o

循子温度計

ぐ

プラズマ粒子計測器

熱的プラズマ計測器

／

一6一



●

9

　　　　　　第19号科学衛星（ASTRO－E）

1．目的
　活動銀河核や銀河団からのX線を観測し、高エネルギー天体現象や

宇宙の進化を研究することを目的とする。

2．打上げ

　（1）時　期平成11年度ころ
　（2＞　　ロケッ　ト　M－Vロケット

3．衛星の概要

　（D．軌　道略円軌道
　　　　　　　　　　高度約500～600km
　（2）重　量約1．3t
　（3）　　主な搭載機器　　X線反射望遠鏡

　　　　　　　　　　焦片面検出器’

　　　　　　　　　　硬X線険出器

4・平成7年度予算案　　　約9億円，（文部省）

望遠鏡伸展部

X線反射望遠鏡

回腸電池パドル

一7一



［観則の分野］

地球観測プラットフォーム技術衛星（ADEOS）’

1．目的
　地球環境のグローバルな変化の監視について、国際的貢献を図るとともに、海洋観測衛星1号（MOS－1）、　　．

海羊醗測衛星1号一b　（MOS－1b）及び地球資源衛星1号（JERS－1）の地球観測技術の維持、発展
を図るほか、地球観測プラットフォーム等の将来型衛星の開発に必要とされる技術及び地球観測データ等の中糸筐

に必要とされる技術の開発を行い、あわせて地球観測分野における国際協力の推進を図ることを目的とする。

2．打上げ
　（1）　　　日寺　　　　　其月　　職7籟冬期　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　高性境二心迩赤外放射8KAVNIR）

　（2）　ロケット　H－llロケット　　　　　　　　！ocsアンテナ＿　　　・迎醐温元〆射8KOCTS）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　■
3．衛星の概要

（1）　軌

（
2
）

（
3
）

（
4
）

二

重
怨
讐

4．平成7年度予算案

、日 S，騨回帰軌道

高度約800㎞
約3．5t
約3年
海色海温走査放射計（OCTS）
直詮生倉旨可ネ見近赤外方　射言十（AVNIR）

温室効果気体観測センサ（lMG）

麟司糸赫外r：胱言十（ILAS）
地上・衛星間レーザ長光路吸収測定用リ

トロリフレクター（RlS）

NASA二上信十（NSCAT）
オゾシ　日　…計（TOMS）

地表反射光観測装置（POLDER）

ミムンションデータ処理鼓a

　　　　　＼

　　　USBアンテナ

　Xバンドアンテナ

直援送1昌装置

。

　　RIS

　lLAS

　局地ユーザ送磨系

　POLDER
lMG
二丁デー9処理鼓冠

TOMS

約263億円く科学技術庁、環境庁及び通商産業省の合計額）

一8一

NSCATアンテナ

太陽電氾パドル



ノ

秦鞭狽ll衛星（T　RMM）

，

1．目的
　日米協力により、我が国が衛星搭載用降雨レーダ及びH－llロケットに

よる打上げを担当し、米国が衛星バズ等を担当して、全±世軸槻模のエネ

ルギー収支のメカニズム解明等に不可欠な熱帯降雨の観測等を行うことを

目的とする。

2．打上げ

（1）　時　　　期

　（2）　ロケット

3．衛星の概要

ω　　軌　　　道

（2）　主な搭載機器

平成9年度夏期

H－llロケット（ETS－Vllと同時打：上げり

高度約350㎞
軌道傾斜角　約35。

降雨レーダ（PR）

可視赤外観則装置（VlRS）

TRMMマイクロ波観測装置（TM　D

太阻鑑池パドル

迫跡及びデータ中継∫Bアンテナ

　　　oo

o

雲及び地球放射エネルギー観則装置（CERES）

雷観測装置（LIS）

0

。
　
　
説

。

　　　O　o

π1皿測装口

。

．0

，

ρ’

o

o

o

o

貿一Tl～MMマイクu波観測装皿

＼離隔ダ

璽及び地球放Pjエネルギー皿測装置

　　　
呵一

ﾂ視亦外観測装皿’

4．平成7年度予算案　　　約50億円（科学技術庁及び郵政省の合計額〉

一9一



環境観双蛙支術衛星（ADEOS－ll）

1．目的
　地球観測プラットフォーム技術衛星（ADEOS）による広域観貝1肢術
を更に高度化し、人類共通の緊急課題である±膣求環境問題に係る全±憧求的

規模の環境変動の解明に不可欠な地球禾斗学データの取得を目的とする。
10CS

9

　
期
ト

　
　
ツ

　
　
ケ

　
時
ロ

げ

祉
；

　
－
1
巳
0
1
一

●
（
（

2

3．衛星の概要

（1）　軌　　　道

（2）　重　　　量’

　（3）　設計寿命
（4）　主な搭載機器

ヰ．平成7年度予算案

平成10年度冬期

H－llロケット

太陽同期準回帰軌道

高度約800㎞
約3．5t
3年以上5年目標
高性能マイクロ波放射計（AMSR）

次期受動型光学センサ（GLl）

齢糸捌5｝光言十一ll（lLAS－ll）
海上風向風速観貝1厳置（S6aWinds）
地表反射光観則装置（POLDER－Il）

約82億円（科学技術庁及び環境庁の合計額）

pOしDER・0

MDP

OT

C＆DH

①

DCS

　
　
　
R

◎
棚
　
　
　
N

、

　lLAS・口

　Cしl

SeaW士nds

εPS・

AMSR

D↑L

PITCII　　　ROしし

　YAW
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卿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　●

　　　　　資i原探査用将来型センサ（ASTER）

1’・．目的

　地球資源衛星1号（JERS－1）の資i原探査技術の維侍、発展を
．図り、資源探査を轡売していくことを目的としたセンサであり、米国

航空宇宙局（NASA）の國i九道プラットフォーム1号（Eos－A

M1）に搭載ナる。

2．打上げ
　（1）　　　日寺　　　　　　其月　　　蘇我10鞭

　（2）’　ロケット　アトラスllASロケット

3．衛星の概要

　（D軌　道太陽同期準回帰軌道
　　　　　　　　　　　高度705㎞

　（2）重　量5．3t
　（3）　　主な搭載機器　　可視近赤外放射計

　　　　　　　　　　　短皮長赤外放射計

　　　　　　　　　　　熱赤外放射計

4．平成7年度予算案　　　約36億円（通商産業省）

　　　　　　●

　　　　　　　　　　計装援統装置
　　　　　　　　　　　　　　ホが　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　衛星進行方向
　　　　　短一点処理部　　ゼコ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　熱制御器
　　　械器取付板

　　　　　　　　　　　　　　　　　健

　　　　　　．　　　　　　・　　　　　　・　　　　　．’　　　　　　　　　　マスク電源部
　　熱，赤外放射計部

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　信号集配裟置

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　可視近赤外放射計部
ナソコピッチリ　

　　　＼rx：蝋

　　　＋Z：ヨー紬

　　　　図1　資源探査用将来型センサ（ASTER）外観図　　，

　　　　　　　　資源探査用将来型センサ（ASTER》
・ぬピ・チ1由
　　　　　　　　　　　　　　　　　＋X（ロール袖、衛星進行方向）

　　∠
／
　、へ、

！

　　　　　　　　・・国乱繭　　　，・　、グ●

図2NASA極軌道プラットフォーム1号（EOS－AM1）軌道上外観図

一11一



9

［通信の分野］

通信放送1支術衛星（COMETS）

1．目的
　9高度移動体衛星通信皮術、衛星間通信技術及び高度衛

星放送技術の通信放送分野の新技休i、多周波数帯インテ

グレーション技術並びに大型静止衛星の高性鯛目支術の

開発及びそれらの実験・実証を行うことを目的とする。’

8
H

撃期
ト
　
ツ

　
　
ケ

ブ
時
ロ

拙　1
0
1
一

2

3．衛星の概要

－
り
乙
0
0
4

重
重
設
主

㎞

4．平成7年度予算案　　　約124億円（科学技術庁及び郵政省の合計額）

4

，総

　聾1騨
＼↓ノ

，
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［宇宙環境利用・有人宇宙活動の分野］

レ

宇宙ステーション計画

コ．目的
　宇宙ステーションは、人類に宇宙活動の新たな手段を提供するもので

　あり、この計画に参加し、さらにこれを利用することによって我が国の

　宇宙活動の範囲を拡大するとともに、先端的な科学技術開発を促進し、

　また、国際協力の推進に寄与する等、重要な意義を有するものである。

　この宇宙ステーション計画の下で、我が国は宇宙ステーション取付型実

　験モジュール（JEM）の開発等を行う。

2．宇宙ステーション計画の概要

α氏高度（約400㎞）の地球周回軌道上に建設される多目的な有人

　ステーション
○科学技術の研究・開発、大型宇宙構造物の組立て・サービス・修理、

　地上では得られない材料の開発、ライフサイエンス実験等の実施

○搭乗員は6名

3．平成7年度予算案　　　約471億円（科学｝支術庁）

宇宙ズテーションの構成（本格蓮用開始時）

提供国 構成要素
トラス（横ヴLム）

電カモジュール（太陽電池）

居住モジュール

実験モジュール

米　　国 ノード
キューポラ

エアロック

補袷モジュール　　　　　　　　’

取付型ペイロード取付機構

日　　本 実験モジュール（JEM）
欧州（ESA） 実験モジュール

カナダ 移動型サービスシステム（MSS）
ロ　シ　ア 居住モジュール

実験モジュール

電力モジュールの一部

一13一



， ［ロシア更雍］

’

①ドヅキング・コンパートメント
②サー・ピスモジユ「ル

⑪ユニバーサル・ドッキングモジュール．

④マスト取付型太陽れt池

．⑤ライフサポートモジュール

⑥リサ「チモジュール．

⑦プログレス

⑰軌道制御・推辿モジュール

⑨難急クルー掃還機

・スーーションの1

④

⑦
②

移動型サービス施股

⑧⑥

③

ニピュレーター）

ラ　榊辿物

起

2

⑤
“歪’

κ

一

＼
⑨’1

　　一　　ノ
　1ノ1

㍗
’

」

●

　の5　炉＿鴫

　　　↑

欧州実験モジュール

米国居住モジュール
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跨

　齢
、o

日本実験モジュール

米国実験モジュール

太陽高高πL部

長さ　112m
梱　　　　75m



　　　　　　　　　　　　　　　　　●

（1）宇宙ステーション取付型実駿Eジュール（JEM）

β

1．概要
　宇宙ステーション取付型実験モジュール（JEM）は宇宙ステー

ション本体中央部に取り付けられ、ステーション本体から電力等の

リソースの供給を受けて運用される我が国の有人宇宙実験室であり、

以下の3つの主要部から構成される。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　宇宙ステーション本体へ桔合ω与圧部
　　有人宇宙活動による材料実験、ライフサイエンス実験等の各種　　く為

轍小動寒欝を行うとともに、麟阪びマニピュレータの
　制御機能等を備える多目的実験室。

　（2）曝露部

　　宇宙空間に曝露し、科学・地球観測、通信実験、理工学実験及　　　　／

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　与圧部　び一部の材料実験を行うための機能を有する。

（3）補給部

　　実験に要する試料、ガス、実験機器の補給・収納・輸送等を行

　う機能を有する。

2．打上げ

　（1）時　 期平成11年度に打上げを行う。
（2）打上げ手段　スペースシャトルにより打ち上げられ、軌道

　　　　　　　　　・’上で組み立てられる。層
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（2）宇宙ステーション取付型実験モジュール（JEM）運用：システム

●’

1．目的
　宇宙ステーション取付型実験モジュール

　（JEM）の運用に必要とされる軌道運用
支援、地上管制運用等の運用システムを整

備するとともに、JEMの運用等に必要と

される日本人搭乗員の養成を行うことを目

的とする。

2．主な運用システム構成

　（D　JEMの運用システム

　　①全体設計管理

　　②飛行運用管制システム

　　③運用訓練システム
　　④運用技術支援システム’

　　⑤運用システム地上施設
　（2）　日本人搭乗員の養成　　　　・

　（3）有人宇宙技術の研究

　　［1ちドデータ1いlil艮術1報己

　　　ご　　ア　

　／

響
ぺ瀞

一

筑波宇宙センター

　JEM辺用計画管理

運用管制！ベイロ幽ド運川

　r一冒、

ニデずステ　ション

ン21．

インチグレのション

　　技術支撮　〔ヨ“

　　　　NASAデータ中書1！衛盈
　　　　　　く　　　　

瀞購，1．
＼．
ケネディ宇宙センター

＝饒鰹糟

運用訓＆豪

＼
二次逆償リンク

　　ほ

　　ホワイトサンズ
　　地上局1

董E用計画管理

利用者

韻士
テレサイェンス

ジョンソン雨隠センター
宇宙ステーション坑合述川

．’ m亀押～鼎柵

　面7繍i蟻壁

マーシャル宇iE飛行センター

ペイ。一ド抗合運川

目’・2
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宇宙実験・観測フリーフライヤ（SFU）

1．目的
　理工学実験、天文観測等各種科学研究の実施、各種先端産業技術開発

等の実施のための宇宙実験機会の確保並びに宇宙ステーション取付型実

験モジュール（JEM）の曝露部及び搭載共通実験装置の｛言頼性の向上

を目的とする』

2．打上げ

　（D時　，期平成6年度冬期
　（2）　　ロ　ケ，ッ・ト　　H－llロケット（GMS－5と同時打上げ）

3．衛星の概要

　（1）’・軌　道円軌道
　　　　　　　　　高度約300～500㎞’
　　　　　　　　　軌道傾斜角28．5。

　（2）重　量約4t
　（3）　運用期間　数皐月
　（4）　開発等の分担　　　1宇宙ステーション取付型実験モジュール

　　　　　　　　　　　（JEM）の曝露部の部分モデル（そこに
　　　　　　　　　　組み込まれる実験機器を含む）（科学技術庁）
　　　　　　　　　　・バス機器及び理エ学実験、天文観測等の科学

　　　　　　　　　　実験機器（文部省）
　　　　　　　　　　・各種先端童業技術開発等の実施のための宇宙

　　　　　　　　　　実験機器及び関連システム（通商産業省）

4．回収

　（1）時　期平成7年度秋期
　（2）　回収手段　米国スペースシャトル

5．平成7年度予算案　　　約33億円（科学技術庁、文部省及び通商産業省の合計額）．

終
染イ｝．

ぽな　ゆおホ　

鵠奪ll、。留（平均）

　　絢350W〔機器用連続）
寸法　絢1．5m×1．5　m×1．05m以内

4．46厄

、

、』．“o

2・40

＼

1

、

／
本体部

＜
ド

恥Z

’SFUの鰍．注ζして畑指向
’搭載実験備部の拮忍所・太隔側

・インターフェース：構造．竃力，通偲
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［人工衛星共遍技術の分野］

　　　　　　技術試験衛劉型（ETS一粉

1．目的
　宇宙ステーションあるいは将来型人工衛星への物資の輸送及び勒道上作業等、21世紀初頭の宇宙活動に対応するために必須σ肢術であるランデブ

　・ドッキング技：術及び宇宙用ロボット開発の基礎となる遠隔操作技林i等について、これまでの要素技術に関する研究成果を是沓まえて、軌道上実験等の

実施により技術を確立するとともに、宇宙用ロボットに関して先行的な実験を実施することを目的とする。

2．打上げ
（1）　　　ロ寺　　　　　　其月　　平戎9鞭期

　（2）　　ロケッ　ト　　H－llロケット（TRMMと同時打上けり　　　　　　　　　　，

3．衛星の概要

　（2）重　誓約2．8t（ターゲット・衛星：約。．4tを含む）
　（3）　実験期間　1．5年程度
　（4）　　主な搭載機器　　・ランデブ・ドッキング系　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　　　　画‘　　　g一デット糊　『

　　　　　　　　　　　ランデブ・レーダ

　　　　　　　　　　　近傍センサ
　　　　　　　　　　　ドッキング機構i

4．平成7年度予算案

　GPS受信機
・宇宙用ロボット系・

　ロ：ポットアーム

　、交換実験用軌道上交換ユニット

　　トラス構造物遠隔操作実験装置

　アンテナ結合機構基礎実験装置

　高機能ハンド実証実験装置

約90億円（科学技術庁、通商産業省及び郵政省の合計額）

地球1后向乃向

一螺1雛鞠

　　燭
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［宇宙インフラストラクチャーの分野］

〈輸送系〉

M－Vロケット

1．目的
　1990年代以降の科学観測ミッションめ要請に応えるため、M－V

ロケットの開発を行う。

2．開発の方針
　・全段を新規開発することとし、機体構成については単純化を図る。

　・低軌道へ約1．8tの打上げ能力を有するものとする。

　・宇宙科学研究所鹿児島宇宙空軍縮測全学において十分な安全が保たれる

　機体規模とする。

　・現有の地上支援設備の最大限の活用を図る。

3．主要諸元

約30m

量
長
径
道
）

　
　
　
　
髄

　
　
　
　
鋳

　
　
　
　
藩

総
全
直
低
（
へ

約128t
約30m
2三5m

約1．8t

　
　
　
　
　
星
星

ユ
　
　
ず
ら
6
7

縫
師
響
鋼

鷺
疑
打

4
　
　
臥

．平成10年度打上げ

平成11年度打上げ

（MUSES－B）
（LUNAR－A）

2．5m

第18号科学衛星　（PLANET－B）
第19号科学衛星　（ASTRO－E）

’
覧

人工衛星

一●‘

衛星フェアリンク

第3段

2段伸展ノズル

第2段

仲展ノズル

第1段

第1段モータ
約5m 可動ノズル
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●．　　・　　　’　　　●

　　　　　　　　　　　　H－llロケット

1．目　的
　　1990年代の大型人工衛星打上げ需要に支拠するため、2トン級の静止衛星打：上げ能力を有する

ロケットとして、H－llロケットを開発する。

2．開発の茄＋　　　　　　　　　　　　　　　　全体形状（直径約4mのフェアリング適用時）
　・我が国が自在に人工衛星の打上げを行い得るよう、全段にわたり、自主技術により開発を行う。．

　・2トン級の静止衛星打上げ能力を有するものとする。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”

　・開発の最重点項目を第1段の開発とし、第2段はLE－5（H－1ロケット第2段エンジン）
　　の活用を図ることにより、開発項目を極力抑える。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　人工衛星　　　　　　　　衛星フェアリング

　・ロケットの製作費、開発費の1馬白化を図る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　機器搭載部
3．主要諸元

総　　　重　　’　量

S　　　　　　　長
ｼ　　　　　　　径

約264t
�T0m
SmG主）

誘　　導　　方　式

ﾃ止軌道打上げ能力

慣性誘導

�Qt

　　　　　　　　　　　G主）衛星フェアリングについては、直径4mおよび5mの2種類

4．開発スケジュール

　平成5年度　1号機打上げ　　　　　平成9年度　6号機打上げ
　平成6年度　2、3号機打上げ　　　平成10年度　7号機打上げ

羅　　　　7年度　4号機打上げ．　　　平成11年度　8号機打上げ
　　　　8年度　5号欄丁上げ

5．衛星の打上げ

　（1）打ち上げられた衛星

　　　H・llロケット性能確認用ペイロード（VEP）　　　　技術試験衛星VI型（ETS－Vl）

　　車九翻（OREX）
　（2）打ち上げられる衛星等　　　　　　，．

　　宇宙実験・観測フリーフライヤ（SFU）　　　　熱帯降雨観測衛星（TRMM）

　　　静止気象衛星5号（GMS－5）　　　　　　環境北山1肢術衛星（ADEOS－ll）
　　地球観測プラットフォーム技術衛星（ADEOS）運輸多目的衛星

　　通信放送技術衛星（COMETS）　　　　　　　宇宙往還技術試験機
　　麟試験衛星Vli型（E丁S－Vll）

一20一

　
　
　
㎜
幽

m50約

第1段

固体ロケット

　ブースタ
　　（SRB）

衛星分離部

第2段液体水素
タンク

第2段液体酸素
タンク

第2段エンジン
（LE－5A）

第1段液体
酸素タンク

第1段液体
水素タンク

第1段主エンジン
（LE－7）
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A

J－1ロケット

1．目　的

　小型、安価な打上げ需要に対応するため、低渤道へ1トン程度の輸麩能

力を有するロケットとして、Jrlロケットの開発を行う。

2．開発の方針

　．・低軌道へ約1トンの打上け能力を有するものとする。

　・現有のH－1白点を最大限活用することとする。’

　・第1段にはト1－llロケットの固体ロケットづLスタ（SRB）を用い、・

　第2段以上にはM－3Sllロケットの」：殺部分を用いることとし、　H－
　　llロケット、M」3Sllロケットの開発成果を活用する。

　・ロケットの開発費・製作費の低減化を図る。

　・宇宙開発事業団が文部省宇宙科学研究戸斤の協力を得て開発を行う。

3．主要諸元

量
長
径
力

　
　
　
能

　
　
　
”

重
’
瑚

　
　
　
都

　
　
　
九

総
全
直
鱒

約88t
約33m
1．8m
約1t

4．開発スケジュール

　平成7年度　1号機打上げ

　平成10年度　2号機打上げ

5．ペイロード

　極超音速飛行実験（HYFLEX）
　光衛星間通信実験衛星（OlCE丁S）

一21一

蘂3段ロケット

（M－3B）

2・3段接手

露2殿0ケット

（M－23）

1・2段接手

篇1段0ケ日ト
《H－llSR8）

尾翼

灼1．7m　　　　　　　　　．

衝星フェアりング

1

衝星二手

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
亀
●
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

篤2段慢器格齪勘

1 豹1．4m

r
コ

第2段しlTVC臓蟹
Tイドジエット装置

@欝1段三三搭救部

豹7m

重

約

1

　　　1

^19鳳1

め1．8m

、

、

　　　　　　　8

O都油圧タンク

rMRC鞍置

可助ノズル

約33m



つ

1．目的
　宇宙ステーション等へのサービス等、宇宙環境利用実験／観則、軌道上サービ

ス、将来の多様な宇宙開発活動の安定的展開のために不可欠な宇宙往還輸麩シス

テムを確立するため、無人有戸主同機（HOPE）の主要な要素技術、システム

技術の早期確立を図る。

2．開発の方針

　・飛行実験の一環として、システム技術確立のための機体要件の明確化及び要素

　技術の確立を目的とした要素飛行実験を行う。

　・要素飛行実験は・昨年度実施した軌道再突入男験（OREX）に加えて・極超　搭載電子機暮

　音速飛行実験（HYFLEX）及び小型自動i着陸実験（ALFLEX）から成
　る。
　・宇宙往還技術試験機は、現有のH－llロケット（1段式）により打ち上げられ、

　飛行後大気圏に再突入レ、陸上に進入／着陸を行う。

3．主要諸元

　　　　　　約16m
　　　　　　約10m
　　　　　アルミ合金主体
カー：ボン／カーボン、セラミックタイル

可挑断熱材

麟
騰

推進剤タンク

　　後部RCSモジュール

員

全
窮
月
熱

構
防

長
幅
造
護

。

圭翼

　　＼

1．　
チップフイン

4’．開発スケジュール

　今世紀中に飛行実験実施を目標
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M－3Sllロケット（参考）

1．目的
　M－3SIIロケットは全段に固体燃料を用いる3段式ロケットで、これまでのMロケットの開発成果を

　もとにその性能の改良を行い、科学衛星（膚丁上げに使用するものである。

2’．開発の方針

　昭和55年2月に1号機が打ち上げられたM－3Sロケットの第2段・第3段モータを改良するととも

　に、第1段補助ロケットの変更等を行う。

3．主要諸元

量
長
径
道
）

　
　
　
　
髄

　　

@　

総
全
三
冠
（
へ

約61t
約28m
1．41m（第1段）

約770kg

4．開発スケジュール

　平成6年度冬期打上げ
5．衛星の打上げ

　（1）打ち上げられた衛星

　試験惑星探査機　　（MS－T5、さきがけ）

　第10号科学衛星（PLANET－A、すいせい）
　第11号科学衛星（ASTRO－C、ぎんが）
　第12号科学衛星（EXOS－D、あけぼの）
　（2）打ち上げられる衛星

　軌道上からの無人回収システム（EXPRESS）

第13号科学衛星（MUSES－A、ひてん）
第14号科学衛星（SOLAR－A、ようこう）
第15号科学衛星（ASTRO－D、あすか）

一23一

1．65m．

衛星

フェアリング

1．41m

27．8m

1．41m

》
ー
ー
ー
」

0．735m

人工衛星

第3段

第2段

第1段

補助ロケッ．ト
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光衛星間通信実験衛星（OICETS）

1．目的
　電波による衛星間通信に比べ、機器の小型化及び通信能力（伝送

レート）の向上が可能であり、将来の大容量衛星間通信に不可欠な

技術である光衛星間通信技術について、’ pｸ度の捕捉追尾技術を中
心とした基礎実験を行うことを目的とする。

　
期
ト

　
　
ツ

　
　
ケ

　
時
ロ

げ

批
；

　
1
0
1
一

・
（
（

2

3．衛星の概要

ω　’軌

（
2
）

（
3
）

（
4
）

道

量
蕪

計
画

重
設
主

平成10年度夏期

J－1ロケット

高度約550㎞
軌道傾斜角　約35。

約500㎏
1年
光衛星間通信　0ロ

4．平成7年度予算案　　　約26億円（科学技術庁）

図1　光衛星間通信実験衛星概念図

　　　　け
　　　欝！　　　　・⑦pl②
　　　気1
　　　4！　1　　　　　幽～

二24一’図2ARTEMISとの痢実験概念図．
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運輸多目的衛星

1．目的
　気象観則の継緩牲の確保（気象ミッション）及び航空　癒＼

交通の安全性と効率性の向上（航空ミッション：航空航

法も含む）を目的とする。

2．打上げ

（1）9　時　　期

（2）　ロケヅト

3．衛星の概要

（1）　軌

平成11年度夏期
H－llロケット

道　静止軌道

（2）　設計寿命

（3）　主な搭載機器

ゆ
）
）

k
ン
ン
．

4．平成7年度予算案　　　　約84億円（運輸省）

　　郎‘〃こ初iハ竃（Gl，S）

＼　　　　磨彦　写彦
　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　ノ

　ヤキ　　　　　　　　　ノ　　　メノノ

紙：

　　　　りコεで1四通イ1葺及び’iDt　2㍑1｛蔑1渚こ室見

　　　　　　　／

懲輪［三＝還動
航空τ1制センター 糊鵬

・罎測データは我が

国のみならず東南

アジア、オースト

ラリア等でも利用

される。

巡，1量命多r＝1白勺そ侮π乳

　るト気象観測
　P、緬徽
　；、、
鋤布1　＼　　雲ク）布、欄風・
　！　　㌔、　　　洵而鴻度データが

　；　　　　、、　　　得られる。

　　　　も　1　　’、

　1

一竃ち鴛ゲ

～
／
σ

牙導＝＼
　　台風、集巾豪i：1蒋

　　の常11～1監視ができ

　　る。
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（参考）

　ロケットの高さ・総重量・打上げ能力の比較

60m

●

一

●

一

一40m ．ll●ll1 ●

｝
i
．

　I

馬 《
「 1

oo

　1

20m
■

騨 凶 HへSA
口
一●、

一

・

1

，ロケット名 M－3Sll

（日本）

扁一v

（日本）

」二1

（日本）

N－1

（日本）

N－Il

（日本）

H－1

（日本）

H－ll

（日本）

長征3号　プロトン　アリアン4　スペースシャトル
（中国）　　（ソ迎）　　（欧州）　　　　（アメリカ）

総重量（t） 1【
0
。

128 88 90 135 140 約264 202 770 470 2．041’

贈繍ξ男0～100km）約77・ 約工800　　1．・000 1，200 2．000 31000　　約10，000 5，000　　　20．000． 9，500 29，500

・静止軌道（高度約き61000km）

　への打上げ能力　k
130 350 550 2，00q 115bo　　　2，200 2，300 　　　2，300

（上ε鋤ット使用の案績）

初号機

打上げ時期 1985 1996
予定

1995
（予定）

1975 1981 1986 1994 1984 1968．
1’

X89 1981
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